
 

 

 
 
１ 要 旨 
 （１）単元観  
     本単元は，小学校学習指導要領第２章各教科第２節社会の第３学年及び第４学年の内容（４）

に基づくものである。 
 
 
 

   
      

 
本小単元では，災害として主に火災を取り上げ，火事から人々の安全なくらしを守るための，

消防署や地域の人々の働きや願いについて，自分の生活と関連付けて追究することをねらって

いる。また，見学・調査の対象が「市の取組」「地域の取組」「学校の取組」「自分の取組」と

調べる対象を徐々に自分へと近づいていく授業の組み立てになっている。「市の取組」につい

て調査した視点や考え方を活用して，「地域」，「学校」，「自分」へと場面を変えて調査したり，

話し合ったりする活動を繰り返すことで，社会的な事象への見方・考え方を育成することがで

きる単元である。 
（２）児童観 

本学級の児童は，アンケート調査によると社会科の学習について，調査活動や，実生活を振

り返って見直すことが楽しいことを理由に，８５％の児童が好きと答えている。しかし，観察・

資料活用の技能について，１学期のテストの通過率は８３％と他の観点より５ポイントほど低

く，グラフの特徴や変化の様子を読み取ったり，写真やイラストから必要な情報を選択したり

する学習が不十分であったことが分かる。 
本単元に関わる児童の実態として，三原市の消防本部が昨年の秋まで本校に隣接していたた

め，サイレンの音や消防隊員がトレーニングをしている様子を，児童はよく目にしていた。し

かし，市民の命を守るために日々トレーニングしているという目的までは考えていない。また，

７月の豪雨災害に伴って，災害が起きた時には消防隊や地域の人々，他市町からの救助隊，ボ

ランティアの方が協力して活動していることは，テレビのニュースなどで知っている。しかし，

実際に自分の生活に直結した問題ではなく，社会の仕組みとして捉え，考えるには至っていな

い。 

（３）指導観 
指導に当たっては，「消防署は，どのようにして火事からわたしたちのくらしの安全を守っ

てくれているのだろうか」という単元の課題を設定し，解決の見通しをもって授業に臨ませる。

単元を見通すことで課題意識を持続させたい。また，既習事項を学習の足跡として掲示するこ

とで，「市の取組」について調査した視点や学び方を振り返りながら，「地域の取組」「学校の

取組」においても，同じように考えることができるようにし，社会的な見方・考え方を育成し，

社会科へ対する興味・関心を高められるようにしたい。 
本時では，１１９番通報の仕組みについて考えさせる。消防署見学時に遭遇した２件連続の

救急車出動の場面を想起させ，あの時もう１件通報があったらどうしていたのだろう？という

見学後に児童が抱いた疑問から学習をスタートする。通報が重なった時の問題点を出し合い，

そうならないための１１９番通報の仕組みに目を向けられるようにしたい。問題点を解決する

方法を考えさせることで，１１９番の仕組みについての理解を深めさせたい。児童がたくさん

のアイデアを出し合う中で，お互いの意見の相違点を見付けたり，よりよいアイデアを思い付

いたりしながら，協働して学習する楽しさを味わえるようにし，社会科の学習に対する興味・

関心を高められるようにしたい。 

（４） 地域社会における災害及び事故の防止について，次のことを見学，調査したり資

料を活用したりして調べ，人々の安全を守るための関係機関の働きとそこに従事し

ている人々や地域の人々の工夫や努力を考えるようにする。 
  ア 関係機関は地域の人々と協力して，災害や事故の防止に努めていること。 
  イ 関係の諸機関が相互に連携して，緊急に対処する体制をとっていること。 
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安全なくらしを守る 

「なくそう，こわい火事」 
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２ 知識の構造図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４－１－２ 

消防署を中心とした関係機関の働きや相互の連携，関係機関と地域の人々の協力によって火災

からくらしの安全が守られている。 

消防隊員や警察官，地域

の消防団などが，一刻も早

く消火できるように協力し

て活動している。 

通信指令室から，消防署や警

察署などの関係機関に連絡し

て，協力して素早く火事に対応

している。 

学校や地域にもさまざま
な消防設備があり，避難訓
練も実施している。また，
消防団は地域の安全を守る
手助けを行っている。 

①
消
防
署
の
人
、
警
察
の
人
、
地
域
の
人
た
ち
の
協
力
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
て
い
る
。 

②
三
原
市
で
は
、
年
間
５０
件
ほ
ど
火
事
が
発
生
し
、
た
く
さ
ん
の
人
や
建
物
に
被
害
が
出
て
い
る
。 

  
 

③
ど
こ
で
火
事
が
起
き
て
も
、
早
く
現
場
に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
消
防
署
は
配
置
さ
れ
て
い
る
。 

④
消
防
自
動
車
や
道
具
を
毎
日
点
検
し
た
り
、
す
ぐ
に
発
進
で
き
る
向
き
に
自
動
車
を
停
め
た
り
、
消
防
服
が
す
ぐ
に

着
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
し
た
り
し
て
い
る
。 

⑤
通
信
指
令
室
が
１
１
９
番
通
報
を
受
信
し
、
現
場
か
ら
近
い
消
防
署
や
対
応
可
能
な
消
防
署
に
素
早
く
出
動
指
示
を

出
し
て
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

⑥
日
ご
ろ
か
ら
火
事
に
備
え
て
点
検
や
訓
練
を
行
い
、
防
災
の
た
め
に
２４
時
間
交
代
で
活
動
を
し
て
い
る
。 

 

⑦
校
内
に
は
様
々
な
消
防
設
備
が
あ
り
、「
報
せ
る
」「
消
す
」
「
防
ぐ
」
た
め
の
設
備
が
適
切
な
場
所
に
配
置
さ
れ
て

い
る
。 

⑧
消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の
設
備
や
消
防
団
が
あ
り
、
ど
こ
で
火
事
が
起
き
て
も
消
火
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

⑨
大
き
な
災
害
の
時
に
は
、
都
道
府
県
を
超
え
て
協
力
し
て
活
動
す
る
な
ど
、
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
い
る
。 

⑩
防
災
訓
練
へ
の
参
加
呼
び
か
け
や
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
防
災
袋
の
紹
介
な
ど
を
行
い
、
防
災
意
識
を
高
め
る
よ
う
に
し
て 

い
る
。 



３ 問いの構造図 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４－１－３ 

わたしたちのくらしを火事から守るために，だれが，どのように働いているの

だろう。 

火事が起きると，火事を

消すためにどのような人々

が活動するのだろう。 

 

 

一刻も早く消火するために，

消防署ではどのような工夫を

しているのだろう。 

 

 

学校や地域では，どのよ

うに火災予防をしているの

だろう。 

⑦
学
校
で
火
事
が
起
き
た
ら
、
わ
た
し
た
ち
の
安
全
は
ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。 

⑧
わ
た
し
た
ち
の
町
に
は
、
ど
の
よ
う
な
消
防
設
備
や
取
組
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。 

⑨
東
日
本
大
震
災
の
現
場
で
、
な
ぜ
三
原
市
の
消
防
隊
員
が
活
動
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

⑩
災
害
に
備
え
る
た
め
に
、
家
族
や
三
原
市
民
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。 

④
消
防
署
は
、
火
事
に
素
早
く
対
応
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

（
消
防
署
の
見
学
） 

⑤
同
時
に
複
数
の
通
報
が
あ
っ
た
時
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

⑥
消
防
隊
員
は
、
火
事
の
な
い
時
に
は
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 

①
事
故
や
事
件
、
災
害
な
ど
が
起
こ
っ
た
時
、
だ
れ
が
ど
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
の
だ
ろ
う
。 

②
三
原
市
で
は
、
ど
の
く
ら
い
の
火
事
が
起
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

③
三
原
市
民
の
生
活
は
、
五
つ
の
消
防
署
で
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 
 

（
消
防
署
見
学
の
計
画
） 



４ 単元の目標 
 ○災害に備えて，地域の安全は互いに協力したり，共に助け合ったりして守ること，自分も地域社会

の一員として自分の安全は自分で守ることが大切であるという自覚をもつことができる。 
                              【社会的事象への関心・意欲・態度】 
 ○災害から人々の安全を守る消防署などの働きを調べ，人々の安全を守るための関係機関の働きとそ

こに従事している人々や地域の人々の工夫や努力を考え，調べたことや考えたことを表現すること

ができる。                          【社会的な思考・判断・表現】 
 ○災害から人々の安全を守る消防署を見学したり調査したりして具体的に調べ，見学，調査した過程

や結果をノートにまとめることができる。                【観察・資料活用の技能】 
 ○災害から人々の安全を守るために，消防署で働く人々や関係諸機関が，地域の人々と協力して災害

の防止に努めていること，相互に連携して緊急に対処する体制をとっていることを理解することが

できる。                        【社会的事象についての知識・理解】 
 
５ 単元の評価規準 

社会的事象への 
関心・意欲・態度 

地域社会における災害から人々の安全を守る工夫に関心をもち，意欲的に

調べることを通して，自分も地域社会の一員として，地域の人々の安全な生

活の維持について考えようとしている。 

社会的な 
思考・判断・表現 

地域社会における災害から人々の安全を守る工夫について学習課題や予

想，学習計画を考え，表現し，人々の安全を守るための関係諸機関の働きと

そこに従事している人々の工夫や努力を考え，調べたことや考えたことを適

切に表現している。 

観察・資料活用の 
技能 

関係諸機関が相互に連絡を取り合いながら緊急に対処する体制をとってい

ることを，消防署を見学したり調査したりして具体的に調べ，見学，調査し

た過程や結果をノートにまとめている。 
社会的事象についての 

知識・理解 
消防署や関係諸機関が相互に連絡を取り，緊急に対処する体制をとってい

ることを理解している。 
 
６ 本単元において育成しようとする資質・能力とのかかわり 

課題発見力 
三原市の火事の現状を調べ，消防署の人たちは，どのようにして火事を早

く消したり，防いだりしているのかという疑問をもち，調べたいことを明確

にさせる。 

論理的思考力 
広域消防区内で，素早く消火活動にあたるための１１９番通報の仕組みに

ついて，三原・尾道広域消防区の地図や通信指令室の写真を結び付けて考え

ている。 
コミュニケーション 

能力 
友だちの発言と自分の考え，生活経験を結び付けたり，みんなの考えをま

とめたりしながら話したり，聞いたりする力を育てる。 
 
７ 本単元で児童に身に付けさせたい表現 

時間 平成○年から火事の件数は・・・ 
通信指令センターへ通報がつながることで，出動までの時間が・・・・ 

空間 
消防署がかたよりなく配置されているのは・・・ 
わたしたちの町の消防設備は・・・ 
早く火事現場へ移動できるように，消防隊員は・・・ 

人間 
火事を減らすために，消防署の人たちは・・・ 
消防隊員と協力して，消防団の人たちも・・・ 
災害に備えてわたしたちができることは・・・ 

 
 

４－１－４ 



８ 指導計画（全１４時間） 

次 学習内容 
評          価 

関 思 技 知 評価規準 
（評価方法） 

資質・能力

との関連 
【
自
分
発
】
で
あ
う
（
２
） 

第
一
次 

課
題
の
設
定 

①写真や映像を見て，
地域社会で起きて
いる様々な事件・事
故や災害について
話し合う。 

      （１） 

◎    地域社会で起こる事件・事故

について，資料から分かるこ

とや体験したことを結び付け

て考え，安全な暮らしをつく

るためのしくみや人々の働き

に関心をもっている。 

 （ノート・発言） 

 
 

 

②三原市の火事に関
する統計資料から，
火事の件数や原因
について話し合う。 

       （１） 

  ◎  年間で５０件ほどの火災が発
生しており，人や建物への被
害も多い。気を付けていても
火事を皆無にすることは難し
いと表現している。 

（ノート・発言） 
三原市の火事の現状を調べ，

消防署の人たちは，どのよう

にして火事を早く消したり，

防いだりしているのかという

疑問をもっている。 
（話合いの様子・振り返りシー

ト） 

 
 
 
 

【
社
会
経
由
】 

ふ
か
め
る
（
１０
） 

 

第
二
次 

情
報
の
収
集 

整
理
・
分
析 

 

③三原市民の生活は
五つの消防署で守
ることができるの
か考える。 

 消防署見学で確か
めたい内容を考え
る。 

       （１） 

◎ ○   消防署は，どこで火事が起き
ても早く現場に駆けつけられ
るように配置されていると表
現している。 

（ノート・発言） 

消防署見学で調べたいことを
「設備」「施設」「人」の視点
で考え記述している。 

（見学カード） 

消防署で早く消火するための
工夫について「設備」「施設」
「人」の視点を明確にして予
想している。 

（ノート・発言） 

 
 
 
 

論
理
的
思
考
力 

４－１－５ 

課
題
発
見
力 

わたしたちのくらしの安全はどのよう

にして守られているのだろうか。 

消防署の人たちは，どのようにして火事か

ら私たちのくらしを守っているのだろう。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 



④消防署を見学し，早
く消火するための
工夫を見付ける。 

消防署の見学で発
見した早く消火す
るための工夫につ
いてカードにまと
める。    

（３） 

 ○  ◎ 消防署の施設や設備，工夫に
付いて見つけたことを見学カ
ードにまとめている。 

火事を早く消火するための仕
組みや工夫について理解して
いる。（見学カード） 

 
 
 
 

⑤１１９番通報の仕
組みを調べ，火事に
素早く対応できる
通信指令室の役割
や関係機関との協
力体制について考
える。 

本時（１） 

 ◎   通信指令室で１１９番通報を

受けることで，出動に適した消

防署を選んだり，どのような消

防自動車を何台出動させるの

かを指示したりして，どのよう

な火事の通報にも対応できる

ようにしていると表現してい

る。（ワークシート・発言） 
広域消防区内で，素早く消火活

動にあたるための１１９番通

報の仕組みについて，三原・尾

道広域消防区の地図や通信指

令室の写真を結び付けて考え

ている。（ノート・発言） 

 
 

 

⑥消防隊員の一日を
調べ，それぞれの仕
事内容やその目的，
仕事に対する思い
について考える。 

  （１） 

 

 

◎   消防隊員は，火事の被害を最
小限にくい止めるために２４
時間交代で勤務し，点検や訓
練だけでなく防火指導も行っ
ていることを表現している。 

（ノート・発言） 

 
 
 
 
 
 

⑦学校の消防設備を
調べ，校舎配置図に
まとめる。 

 出火から消火まで
の流れについて調
べ，消防設備の役割
や重要性を理解す
る。 

（２） 

 ◎ ◎  消火器，消火栓，火災報知設
備などを校校舎配置図にまと
め，配置の特徴に気付いてい
る。（配置図・ノート） 

校内の消防設備の役割と重要
性を理解し，それぞれの設備
のよさについて表現してい
る。（ノート・発言） 
出火から消火までの流れと，

消防設備の働きを結び付けて

考えている。（ノート・発言） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑧地域の消防設備や消
防団の働きを調べ，
地域を守る消防団員
の思いを考える。 

（１） 

 

 

 ◎  

 

地域にも，たくさんの消火栓
や防火水槽があり，火事に備
えている。また，消防団は，
自分たちの地域は自分たちで
守るという強い意志を持って
防災に努めていると記述して
いる。（ノート・発言） 

 
 
 
 
 
 
 

 

４－１－６ 

 
論 
 
理 
 
的 
 
思 
 
考 
 
力 

論 

理 

的 

思 

考 

力 
 

【
社
会
経
由
】
ふ
か
め
る
（
１０
） 

第
二
次 

情
報
の
収
集 

整
理
・
分
析 



⑨東日本大震災の現
場で，三原市の消防
隊員が活動してい
た理由を考える。 

（１） 

 ◎   日本は自然災害が多い国であ
り，大きな災害のとき，消防
署の人たちが都道府県をこえ
て協力，活動していると表現
している。（ノート・発言） 

 
 
 
 

【
自
分
行
き
】
ま
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め
る
・
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す
（
２
） 

第
三
次 

ま
と
め
・
創
造
・
表
現 

地域の一員として，自
分たちにもできる防
災活動を考える。 

（２） 

 ◎   防災活動への参加，地域の避
難場所の確認など，地域の一
員として，自分たちにもでき
る防災活動を考え，表現して
いる。（ノート・発言） 

 
 

 

４－１－７ 



９ 本時の学習 （１）本時の目標 具体的な火事場面での消防署の出動の様子を考えることを通して，１１９番通報の仕組みについて理解し，説明することができる。   （２）本時の評価規準 通信指令室で１１９番通報を受けることで，出動に適した消防署を選んだり，どのような消防自動車を何台出動させるのかを指示したりして，どのような火事の通報にも対応できるようにしていると記述している。 【思考・判断・表現】   （３）学習展開 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 うりいのち 
１０／１５  なくそう，こわい火事                                                                                                                                                                          

同時に複数の通報があったとき，どのように対応しているのだろう。 通信指令室が１１９番通報を受信し，現場から近い消防署や対応可能な消防署に素早く出動指示をだして，被害を最小限にとどめるようにしている。通報が重なっても，近くの消防署で協力している。 
課題 

 ○この写真を見てください。何がどうしていますか。 ○この数分後，何が起きたか覚えていますか。 
 ○消防署見学の時に，救急車が出動した場面を振り返る。 ○もう１件通報が入り，残りの救急車も出動したことを想起する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○学習をまとめ，本時の振り返りをしましょう。   
 ○本時の学習をまとめ，振り返りを発表する。 活

動
 

発
問
 

であう 課題の設定 ふかめる 情報の収集，整理・分析 まとめる・いかす まとめ ふりかえり 

  ○消防署見学時の写真（資料１・２） を提示し，救急車が２台続けて出動した場面を思い出させる。 
 ○もしも，もう１件別の通報入っていたら，どうしたのか考えさせることで，一つの消防署での対応には限度があることに気付くようにする。 

 

○具体的な火事の場面を想定し出動指令に沿って， どこの消防署から出動するのか予想させることで， １１９番通報の仕組みに関心が向くようにする。 
 ○まず個人で予想を立てさせ，グループで相談させることで，一人では予想が浮かばないけれど友だちと話すことで，解決策が見えてくるという協働して学ぶ楽しさを感じられるようにする。 

〈全体の話し合いでの内容と目的〉 ○火事の通報が同時に複数あった時に困ったことを解決するためには，１１９番通報がどのような仕組みになっているとよいのか考える。 
 ■広域消防区内で，素早く消火活動にあたるための１１９番通報の仕組みについて，三原・尾道広域消防区の地図や通信指令室の写真を結び付けて考えている。 【論理的思考力】（ノート） 

 

○振り返りでは，「通信指令室」の働きについて 短い言葉で表現させることで，火事における 通信指令室の役割を再確認する。 
 ■通信指令室で１１９番通報を受けることで，出動に適した消防署を選んだり，どのような消防自動車を何台出動させるのかを指示したりして，どのような火事の通報にも対応できるようにしていると記述している。     【思考・判断・表現】（ノート） 

○
支

援
と

■
評

価
 

○広域消防区内で，もっと素早く出動，消火するために，どのような仕組みになっていたらいいのでしょう。 
 

 ○複数の通報があった場合に生じる不都合から，それらの不都合を解決する方法を考え，１１９番通報のしくみについて理解する。 
 

○どのように対応しているのでしょう。予想してみましょう。 ○三原市だけでは消防自動車が足りない時は， どうしているのでしょう。 
 ○火事が起きた場面を想定し，どこの消防署からどの消防自動車が出動するか考える。 ○消防自動車が全て出動してしまった時に，どのように対応することができるのか可能性を考える。 

資料４（地図） 三原・尾道広域消防区 まとめ 

４－１－８ 

三原消防署の車三原消防署の車三原消防署の車三原消防署の車    全部出動！全部出動！全部出動！全部出動！    よその消防署から来てもらう 送水管を使って消火する 荷物を持って駆け上がる 三原のはしご車は１台！！ となりの市に助けてもらう？？となりの市に助けてもらう？？となりの市に助けてもらう？？となりの市に助けてもらう？？    もしも・・・ もう一件救急車の通報が入ったら？？  火事の通報でも同じようなことがあったら？？ 

通報が入って 救急車が出動した 資料３ （地図）三原市  消防署（出張所）の配置図 それぞれの消防署で他の署の様子を知りたい！ 
時間がかかる！！ 早くしないと！！ どう知らせる？ 

そもそも１１９番通報は どこへつながっているの？ 
資料１ （写真） 出動の様子（救急車）１回目             資料２ （写真） 出動の様子（救急車）２回目             数分後・・・ もう１件通報が入って 救急車が出動した そこから他の署へ 連絡する！  → 時間かかる？ どこか一つの場所で，まとめて通報を受ける → みんなに一斉に知らせる ようにしたら早くて確実なのでは？ その働きをしているのが・・・ 

通信指令室なんだよ！ 資料５（写真） 通信指令室 



１０ 理想のシナリオ 
○提示する資料 

☆資料のポイント 
理想のシナリオ ○指導上の留意点 

○救急車が出動す

る時の写真 

（消防署見学時） 

 

☆２件連続で救急

車が出動し，救

急車が消防署に

いなくなったこと

を想起できるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ１ ５日の金曜日に消防署見学に行きましたね。その時

の写真です。覚えていますか 
 
Ｃ１ 見学の途中で通報が入って，救急車が１台出動しま

した。 
 
Ｃ２ しかも，その後すぐにまた別の通報が入って，もう

１台の救急車も出動しました。 
 
Ｔ２ そうでしたね。出動の放送が入った時，消防署の方々

はみんな表情が変わって，とても緊張感がありまし

たよね。 
 
Ｃ３ 三原消防署には，救急車は２台しかいないのに，も

しあの後もう１回１１９番通報が入っていたら，ど

うなったのだろう。 
 
Ｔ３ 救急車は全部出動中だから，待ってもらうのでしょ

うか。 
 
Ｃ４ 通報した人も，早く助けてもらいたいから救急車を

呼んでいるのに，そんなの待てません。 
 
Ｃ５ 三原消防署に救急車がいなかったら，別の消防署か

ら救急車を呼べばいいと思います。 
 
Ｔ４ 本当ですね。三原消防署の救急車が帰ってくるまで

待ってられませんよね。別のところから救急車に来

てもらう！これはいい考えかもしれません。 
 
Ｃ６ 救急車で，このようなことが起こっていましたね。

火事の通報でも，同じようになることが起きるかも

しれません。 
 
Ｃ７ もし，同時にたくさんの火事の通報があったらどう

するのだろう。 
 
Ｔ５ そうですね。以前に書いた調べたいことリストの中

に，その疑問があったのです。○○君が，書いてい

ました。○○君，どうですか？ 
 
Ｃ８ 僕は，火事が同時に起こったら，どのように対応す

るのか知りたいです。 
 
Ｔ６ 今日の学習課題ができそうですね。 
Ｃ９ 「同時に複数の火事が起きた時，どのように対応し

ているのだろう。」です。 
 

○消防署見学時の写

真を提示し，想起で

きるようにする。 

 

○見学を欠席した児童

に対しては，本時に

至るまでに，２件連

続救急車出動の話

をしておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「待ってもらうのか。」

と問うことで，消防の

仕事は一刻を争うも

のであるということを

再確認できるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－１－９ 


